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自己紹介



自己紹介/会社紹介

金野利哉（こんのとしや）

岩手県一関市出身

元消防士、救急救命士

元JICA海外協力隊
フィリピン
（2019年度２次隊）

スパルタキャンプ
（Swift,Larabel,React Native)

地域おこし協力隊（八幡平市公式LINE開発）

自己紹介 会社紹介

会社名: Golden Field株式会社

代表者名: 金野 利哉

設立年月日: 令和５年６月２日

事業内容: ソフトウェア業
 防災、救急、医療のDX

資本金：1,000,000円

所在地: 岩手県八幡平市大更第25地割113番地
  八幡平市起業家支援センター



公共事業



防災×ITで役に立つには？

八幡平市の抱えている課題は？



解決するには

・テキストで見られるように
→見返せる

・通知が来るように
→自分で情報を見に行かなくてもいいように

LINEなら解決できる！！



開発しました

R４年4/1〜一般公開

友達登録者数約2,000人以上

• 防災/災害情報
• 市からのお知らせ
• イベント情報



市民の方々から聞きました

どこにいても情報がわかるから

すごくありがたい。

見返せるのも良い

防災無線が聞こえなくてもLINEで見ればい

いから安心

スマホは使い方あまりわからないけど、LINE
は使える

実家の八幡平の情報が

離れて暮らしていてもわかる

から安心

情報発信に対して気持ちが変わった。

沢山のことを配信していきたい。

火災の情報がすぐに来るから

すごくいい！



公共事業

今後の展開

公式LINE 熊通報システム 熊罠管理 その他開発



研究開発





心臓疾患など、救急車内の救命措置によって、後遺症の有無なども含めると、多数

の命が救われている事実がある。搬送だけでは、救える命に限りがあります。

当然乗っている救急隊のレベルの日本と比べると断然低いです

日本は資機材だけでなく、人材育成も含

めた社会インフラが整っている
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救急資機材がなく、救命士育成インフラがない。

日本なら助かったはずの命が日常的に失われる。



Bedside Heroは、小型のケース一つに収まるサイズながら、   ６

種類の バイタル測定機能を搭載しています。これが一つあれば、

救急車内の機器はカバー可能で、このバイタルからエビデンスが

確立された判断基準に基づき、AI が活動をサポートする仕組みを

開発中です。

BEDSIDE HERO can make anyone a veteran.
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今後の活動



今後の

主要戦略
公式LINEや熊対策アプリを自治体に導入していく

Bedside Heroを世界で使ってもらうための活動

みまもりサービスの普及活動及び開発の継続



zTHANK YOU !
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